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◆
地
球
温
暖
化

地
球
温
暖
化
と
は

　

人
の
生
活
や
経
済
活
動
の
拡
大
に
よ
っ
て
、

石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し

て
消
費
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素

（
C
O
2
）
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
空
気
中

に
増
加
し
、
地
球
が
毛
布
で
包
ま
れ
た
よ
う
な

状
態
と
な
り
、
地
表
の
温
度
が
上
が
る
こ
と
が

地
球
温
暖
化
の
問
題
で
す
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
は
？

　

地
球
温
暖
化
の
日

本
へ
の
影
響
と
し
て

主
に
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

・
気
温
の
上
昇

　

こ
の
ま
ま
で
は
21

世
紀
末
に
は
地
球
の

気
温
が
1.4
〜
5.8
度
も

上
昇
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

・
異
常
気
象

　

洪
水
や
干
ば
つ
、

台
風
や
集
中
豪
雨
が

増
え
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

・
海
面
上
昇

　

砂
浜
の
約
80
％
が

な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

食
糧
危
機

　

異
常
気
象
で
、
お
米
の
収
穫
も
減
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
予
測
さ
れ
る
被
害
は
た
い
へ

ん
深
刻
で
す
。

私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

二
酸
化
炭
素
は
、
工
場
や
自
動
車
だ
け
で
な

く
、
電
気
を
作
る
と
き
に
も
発
生
し
ま
す
。
ま

た
、
ス
ト
ー
ブ
、
コ
ン
ロ
、
た
き
火
等
で
も
発

生
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
の
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
場
面
に
関
係
し
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、

今
日
か
ら
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
大
気
汚
染
が
関
係
す
る
地
球
環
境
問

題
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
の
ほ
か
、
オ
ゾ
ン
層

の
破
壊
や
酸
性
雨
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

◆
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
と
は

　

上
空
の
成
層
圏
の
中
に
オ
ゾ
ン
が
多
く
存
在

す
る
層
を
オ
ゾ
ン
層
と
呼
ん
で
お
り
、
太
陽
光

に
含
ま
れ
て
い
る
有
害
な
紫
外
線
の
大
部
分
を

吸
収
し
て
い
ま
す
が
、
人
工
の
化
学
物
質
で
あ

る
フ
ロ
ン
な
ど
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
ま

す
。

破
壊
の
原
因
と
影
響
は
？

　

破
壊
の
原
因
は
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
等
が
エ
ア
コ

ン
や
冷
蔵
庫
で
温
度
を
下
げ
る
た
め
の
物
質
と

し
て
使
用
さ
れ
た
り
、
ス
プ
レ
ー
な
ど
に
使
用

さ
れ
た
も
の
が
、
大
気
中
に
放
出
さ
れ
、
オ
ゾ

ン
層
が
破
壊
さ
れ
ま
す
。

　

オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
る
と
、
地
上
に
到
達

す
る
有
害
な
紫
外
線
が
増
え
る
恐
れ
が
あ
り
、

そ
の
結
果
、
皮
膚
ガ
ン
や
白
内
障
な
ど
の
健
康

被
害
を
発
生
さ
せ
た
り
、
農
作
物
の
収
穫
が

減
っ
た
り
す
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
酸
性
雨

酸
性
雨
と
は

　

リ
ト
マ
ス
試
験
紙
な
ど
で
測
定
し
た
Ｐ
Ｈ

（
ペ
ー
ハ
ー
又
は
ピ
ー
エ
イ
チ
）
で
表
し
、
Ｐ

Ｈ
が
７
よ
り
小
さ
い
値
が
酸
性
と
定
義
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
に
酸
性
雨
と
呼
ば
れ
る

現
象
は
、
Ｐ
Ｈ
5.6
以
下
の
酸
性
の
雨
の
こ
と
で

す
。
本
市
の
測
定
結
果
で
も
、
Ｐ
Ｈ
5.6
以
下
の

雨
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

酸
性
雨
の
原
因
と
影
響
は
？

　

自
動
車
や
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
硫
黄
酸
化

物
（
S
O
x
）
や
窒
素
酸
化
物
（
N
O
x
）
な

ど
の
汚
染
物
質
が
、
大
気
中
で
強
い
酸
に
変
化

し
、
雨
に
溶
け
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
酸
性
雨
と

な
り
ま
す
。

　

雨
が
著
し
く
酸
性
に
な

る
と
森
林
を
枯
ら
し
た

り
、
川
や
池
な
ど
の
魚
や

様
々
な
生
物
が
棲
め
な
い

環
境
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
（
参
考
文
献
：
環
境
再
生
保
全
機
構
）

私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

オ
ゾ
ン
層
を
守
る
た
め
、
フ
ロ
ン
な
ど
の
オ

ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
物
質
の
消
費
を
や
め
、
エ

コ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
商
品
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
酸
性
雨
の
場
合
は
、
自
動
車
に
乗
っ

た
り
電
気
を
使
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
原
因

と
な
る
の
で
、
そ
の
使
用
量
を
減
ら
す
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

環
境
問
題
を
暮
ら
し
の
中
で
少
し
意
識
し
、

家
庭
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

を
実
践
す
る
こ
と
で
地
球
環
境
の
保
全
に
貢
献

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

六
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す

六
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す

　

今
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
地
球
環
境
問
題
は
、
地
球
を
汚

す
側
と
そ
れ
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
る
側
と
が
区
別
が
つ
か
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
被
害
は
、
や
が
て
は
、
地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
酸
性
雨
な
ど
へ
と
派
生
し
、

生
態
系
に
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

本
年
、
二
月
に
は
京
都
議
定
書
が
発
効
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
球
温
暖
化
に
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
る
た
め
、
日
本
と
し
て
平
成
20
年
か
ら
平
成
24
年
の
期
間
に
、
平
成
2
年
の
時
と
比
べ
て
地

球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
6
％
削
減
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
環
境
汚
染
の
原
因
を
作
っ
た
私
た
ち
自
ら
が
、
身
近
な
環
境
保
全
に
取
り
組
む
こ
と

で
少
し
で
も
美
し
い
地
球
環
境
を
取
り
戻
す
こ
と
が
、
今
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
部
総
務
課　

☎
38
２
０
５
１

項　　目 年平均値 規制値

熱灼減量 2.59 10.00 

区　　　分
焼却炉運転中 敷地境界内に

おける基準値境界内 境界外

測定日 H16.12.14 ～ 15 －

朝　６時～　８時 49 49 50 

昼　８時～ 18時 53 53 60 

夕 18 時～ 22時 47 47 50 

夜 22 時～翌６時 45 45 45 

区　　　分
焼却炉運転中 敷地境界内に

おける基準値境界内 境界外

測定日 H16.12.14 ～ 15 －

 昼間　８時～19時 30 30 60 

夜間 19時～翌８時 26 26 55 

区　　分 環境処理センター敷地境界

測定日 H16.12.14 

悪臭物質濃度 すべて悪臭防止法基準内

区   分 単位 打出浜小学校 高浜町９高層 規制値

測定日 － H16.10.13 ～ 14 H17.2.24 ～ 25 H16.10.13 ～ 14 H17.2.24 ～ 25 ( 一日平均環境基準 )

浮遊粒子状物質 ㎎/㎥ 0.018 0.045 0.020 0.038 0.100 

二 酸 化 硫 黄 ppm 0.005 0.004 0.005 0.005 0.040 

二 酸 化 窒 素 ppm 0.011 0.011 0.008 0.010 0.040 ～ 0.060

一 酸 化 窒 素 ppm 0.009 0.009 0.007 0.006 －

塩化水素 ppm 0.007 0.007 0.004 0.003 －

区　分 単位 １ 号 炉 ２ 号 炉 基準値

測定日 － H16.5.20 H16.11.8 H16.7.22 H16.9.15 H17.1.20 H17.3.10 －

ばいじん g/㎥N 0.004 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.02

硫黄酸化物 ppm 14 <2 <2 <2 <2 <2 20

窒素酸化物 ppm 14 28 15 25 43 27 60

塩化水素 ppm 11 11 5 11 3 1 25

区　分 １号炉 ２号炉 規制値

測定日 H16.5.20 H16.9.15 －

ダイオキシン類 0.058 0.00074 1.00

区　分 焼却灰 バグ灰 規制値

測定日 H16.9.15 －

ダイオキシン類 0.0039 0.28( ※ ) 3

※バグ灰は、薬剤処理をしているため、基準 (規制値 )を適用しない。

６　焼却灰・バグ灰中のダイオキシン類　単位 : 等価換算値 ng-TEQ/g

５　排ガス中のダイオキシン類　　単位 : 等価換算値 ng-TEQ/m3N

４　排出ガスの排出濃度

３　大気環境調査

（3悪臭

（2振動　　　　　　　　　　　　　　 単位 :dB

２　騒音・振動・臭気
（1騒音　　　　　　　　　　　　　　単位 :dB

１　焼却灰熱灼減量　　　　　　　　　 単位 :％

3

問い合わせ：
環境処理センター　☎32-5391 

芦屋市環境処理センターの運転状況結果（平成１６年度）（運転状況および、各種調査・測定を実施した結果をお知らせします） 

「毎月 20日は、阪神地域ノーマイカーデー」

（出展：内閣府国民生活局）


